
 

 ---------------------------------  1 

   1 ●   

   1 ●  

  --------------------------------  3 

   3 ● 1  

   3 ●  

  ------------------------------  12 

  12 ● 2  

  12 ●  

  ------------------------------  21 

  21 ● 3  

  21 ●  

  ----------------------------------------------------------  31 

  31 ●  

  31 ●  

  ----------------------------------------------------  33 

  33 ●  

  34  ●  

  ------------------------------  70 

  70 ● 4  

  70 ●  

  ---------------  74 

  74 ●  

  74 ●  

  76 ●  

  82 ●  

  ---------------------------------------  84 

  84 ●  

  84 ●  

  85 ●  

  88 ●  

  90 ●  

 

 



- MEMO - 



研修の様子～第２回 開発教育指導者研修（実践編） ＜７月＞ 

▲全体アイスブレーキング「参加者アンケート＋参加者分析」 ▲「どこか懐かしいもの」、「人と社会に役立つもの」の発表 

▲「地球家族」と豊かさ－フォトランゲージ ▲ノンバーバル・トランプゲーム「バーンガ」  

▲わたしの大切なモノでモノローグ－アイスブレーキング ▲とりかえっこ名刺交換会 

▲わたし・あなた・みんなに関わる力を育むために必要なこと ▲持続可能な環境のための４つのポイントに対して、いまの問題 

研修の様子～第１回 開発教育指導者研修（実践編） ＜６月＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の様子～第３回 開発教育指導者研修（実践編） ＜８月＞ 

研修の様子～第４回 開発教育指導者研修（実践編）／実践報告フォーラム２０２３ ＜２月＞ 

 

▲ＳＤＧｓゴールを仲間分け ▲子どもたちを取り巻く問題・その国が抱える問題とＳＤＧｓ 

▲参加型プログラムを作ろう－ねらいの共有 ▲プログラム発表、ファシリテーション実践 

▲第４回研修：受講者実践の共有 ▲実践を通した成果･よい影響（自分／学習者／周囲） 

 

 

 

▲実践報告フォーラム：実践報告ポスターセッション 

 

 

▲実践報告フォーラム：実践体験ワークショップ 
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■ 目的 ――――――――――――――――――――――――――――――

本研修は、持続可能な未来を築くために、人権・環境・共生といった人類共通の課題を理解し、自ら考え、行

動する主体を育む場と方法を提供することができる、持続的かつ効果的な開発教育・国際理解教育を実践す

る中核的な指導者の育成をめざす。また、指導者同士の連携が強化され、ネットワークが形成されることにより、

地域における開発教育・国際理解教育が充実することを期待している。 

■ 内容 ――――――――――――――――――――――――――――――
 

(1) 研修のねらい

４回の研修と実践報告フォーラムを通して、受講者自らが体験的に開発教育・国際理解教育の学び方を

学び、この教育の目的、扱う内容、参加型手法についての理解を深め、実践者としてのスキルアップを図

る。

(2) 研修日程・内容

 
 
 
 
 
     

Ⅰ 開発教育指導者研修（実践編）の概要 

回 日時 内容 

第１回

6月18日（土） 

13：00～17：00 

6月19日（日） 

10：00～15：00 

開発教育・国際理解教育の概論 

何を学ぶのか・何のために学ぶのか・どう学ぶのか

・当該教育の目的・内容・方法を体験的に学ぶ。

・社会の現状を把握し、未来へのビジョンと教育の使命を考える。

第２回

7月16日（土） 

13：00～17：00 

7月 17日（日） 

10：00～15：00 

テーマについて学ぶ・テーマのために学ぶ 

気づきを行動につなぐ“参加型”

・人権、環境の視点から社会をふりかえり、問題の背景を探る。

・学習者の行動変容を支える参加型と関わる力の育成について考える。

第３回

8月27日（土） 

13：00～17：00 

8月28日（日） 

10：00～17：00 

学習者主体の場をデザインする 

参加型プログラムの作り方を学ぶ

・気づきを行動につなぐ参加型のプログラムの作り方を学ぶ。

・各自設定したテーマのプログラム作りを通して実践力を付ける。

９月～２月：各自、学校の授業などで実践！

11月 26日（土）、1月 21日（土）13：00～17：00

実践のフォローアップ会（自由参加）、

フォーラムでのワークショップ提供チームの検討会（有志）

第４回
2月25日（土） 

10：00～18：00 

ここからはじまる持続可能な未来！ 

ひろがりつながる開発教育の可能性！
・実践の成果と課題を共有し、開発教育の可能性を確認する。

（教師国内研修受講者全員と合同）

実践報告
フォーラム

2月26日（日） 

10：00～16：30 

・実践内容を一般の参加者に報告し、過年度受講者と交流し、

学びの好循環をつくる。
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(3) 場  所 JICA中部 なごや地球ひろば２階セミナールーム 

(4) 対  象  

 小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の教師、教育委員会の指導主事、地域国際化協会職員、

NGO／NPOスタッフ、JICA海外協力隊経験者などで、開発教育・国際理解教育を実践する場があり現在

実践されている方 

(5) 参加条件  

① 原則、全研修日程に参加可能な方  

② 所属校や地域において実践を行い、実践報告シート（A4版 1枚）を 2月中旬までに提出すること、実践

報告フォーラムで発表すること、報告書冊子や JICAウェブサイト等で学校名、氏名とともに公開されるこ

とに同意できる方 

③ 本研修に関わる連絡・情報共有のため、Eメールアドレスでの連絡が可能な方 
 

(6) ファシリテーター  

 （特活）NIED・国際理解教育センター 代表 伊沢令子 

 

 

 

 

 
 
 

(7) 受講者数 

35名 所属内訳…小学校教員 11名、中学校教員 6名、高等学校教員 13名、NPO職員 3名、 

JICA関係者 2名 

  地域内訳…愛知県 27名、岐阜県 3名、三重県 4名、静岡県 1名 

  うち過年度受講経験者…8名、うち途中辞退者…2名 

※第 4回研修、実践報告フォーラムには、教師国内研修のみ受講していた 3名が加わった。 
 
 

ERIC国際理解教育センターでの研修を経て、1998年に名古屋でNIED・国際理解教育センターを設立。現

在は、自治体、教育委員会、国際関係団体、大学・学校、NPO/NGOなどの依頼により、年間 100回以上の参

加型ワークショップを実施している。当該研修は 10年以上ファシリテーターを務めている。 

◇ NPO法人NIED・国際理解教育センター 代表理事 

◇ オルタナティブ・スクールあいち惟の森 テーマ・スキル学習コーディネーター 

◇ 中京大学「国際理解教育論」、愛知学院大学「ファシリテーション」非常勤講師
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■ 開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――

◆ 日 時：2022年6月18日（土）13:00～17:15、 19日（日） 10:00～15:17 

◆ 場 所： JICA中部なごや地球ひろば 2階 セミナールームＡ 

◆ 参加者数： 

［1日目］ 一般受講者29名、NIEDスタッフ 5名、JICAスタッフ 1名 合計35名 

［2日目］ 一般受講者31名、NIEDスタッフ 6名、JICAスタッフ 1名 合計38名 

◆ ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊沢令子 

■ 第１回のねらい ――――――――――――――――――――――――――

① 4回の研修とフォーラムを通して、受講者自らが開発教育の学び方・進め方を体験的に学びます。 

② 開発教育の目的、扱う内容、参加型手法の理解を深め、実践者としてスキルアップを図ります。 

③ 開発教育の中核的指導者として、この教育を広げつなぐための具体的手立てを見いだします。 

■ プログラムの内容 ―――――――――――――――――――――――――

● セッション１ 「共通基盤づくり」  6/18 13:00－15:56 

１．主催者挨拶／本研修の目的および趣旨説明／スタッフの紹介 13:00－[15] 

◇ JICA中部 江口職員が、開会を宣言し、主催者として研修を通じて受講者に期待することを伝えた。 

◇ JICA 中部スタッフ、NIEDスタッフが挨拶を行った。 

２．本研修のポイントと第１回のねらいの確認 13:15－[10]

◇ ファシリテーターが、研修の本旨である開発教育・国際理

解教育の概念、参加型での進め方、第１回のねらいにつ

いて、レジュメを基に説明した。 

３．全体アイスブレーキング 13:25－[64] 

◇ 各自、研修を通して使用する名札を作った。 

◇ 受講者同士が知り合うことを目的に、次の３つのアイスブレーキングを行った。 

  ①名刺で自己紹介 

   ・４つのお題で自分を紹介するキーワードを書き出す。 

ⅰ自分のウリや強み、ⅱ最近の関心事やハマっていること、ⅲ開発教育と言えば ３つ、 

ⅳ研修参加の理由と期待すること 

②仲間探し～４つのコーナー 

   ・ファシリテーターが出すお題に対して、同じ答えの人を探してグループになる。 

ⅰ県、ⅱ所属、ⅲ現職歴何年か 

   ・会場に４つのコーナーを作り、ファシリテーターが出す質問に対して、当てはまるところに移動する。 

ⅰ好きな麺類（パスタ、うどん、そば、ラーメン）、ⅱJICA事業への参加・活用経験 

Ⅱ 開発教育指導者研修（実践編） 第１回 
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③参加者アンケート＋参加者分析 

   ・番号を振ってグループ替えをし、グループ毎に担当を決め、「名刺で自己紹介」のお題の答えをできるだけた

くさん集める。 

   ・グループに戻り、集めてきた答えを共有し、担当したお題について「データから分かること、言えること」を３つ

の文章にまとめる。 

   ・分析結果を全体で共有する。 

◇ ファシリテーターから、参加型ワークショップの３つの前提を伝えた。 

＜参加型の３つの前提＞ 

協力…協力なしでは参加型は進まない。１人ひとりの積極的な参加が大切。 

尊重…開発教育・国際理解教育に関心のある人が集まっているが、価値観は多様。異なる考えを尊重しよう。 

守秘…安心して自己開示ができるように、この場で語られた個人的なことはこの場だけで留めておこう。 

◇ NIEDスタッフが、受講者名簿を参考に、研修参加者の傾向について説明した。 

  ・例年に比べ、高校の先生が多く、小学校が少ない ・例年参加がなかった岐阜からの参加者がいる 

  ・６９％が２０-３０代 ・過年度受講者リピーターが８名 など 

◇ ファシリテーターコメント…対等な立場で関わることが参加型学習の大切なポイント。１人ひとりがもつ経験や知

識から、一緒に新たなものを生み出していくのがワークショップの場であり、対等な立場で関わることで誰も排

除されない安心できる場を創ることができ、豊かな学び合いにつながる。 

【 参加者アンケート＋参加者分析「データから分かること、言えること」の成果例 】

自分のウリや強み

  ・明るく元気で粘り強い人が多い ・経験豊富でコミュ力がある人が多い  

・チャレンジ精神があってポジティブな人が多い 

  ・好奇心を背景に、体が資本・人とのつながり・行動力、実践力  

最近の関心事やハマっていること

       ・体を動かすこと ・職につながること ・１人で出来ること 

         ・私は、心と体を健やかに世界のことも考えて、行動する五感が豊かなスポーツマンです。お金も大好きです。 

開発教育と言えば

  ・SDGsに関連している ・手法を学び実践し、行動する ・多くの人々と連携する 

  ・行動しよう！ ・海外／異文化 知ろう！ ・協力しよう！ 

研修参加の理由と期待すること

       ・海外と繋がる参加型プログラムを作りたい！ ・仲間をつくりたい ・新しい世界でわくわくスキルアップ 

         ・参加型プログラムとは？を知る ・仕事、授業などに生かす ・自分自身の成長、変容を期待 

４．参加と対話、発散と収束で創る学びの場！ 14:29－[87] 

◇ グループで「すごろく自己紹介」をして、互いに知り合った。 

◇ ファシリテーターが、開発教育・国際理解教育の目的と育てたい３つの力をレクチャーした。 

＜開発教育・国際理解教育の目的＞ 

人権、環境、平和など、人類共通の課題は何かを理解し、課題を解決しながら、持続可能なよりよい未来を築

くために必要な知識と力を育む。 

＜開発教育・国際理解教育で育てたい３つの力＞ 

 ①わたし＝自己に関わる力…自己理解、自己肯定感、自己尊重 

 ②あなた＝他者に関わる力…他者理解、他者尊重、コミュニケーション力 

 ③みんな＝社会に関わる力…参加協力、対立解決、合意形成、アドボカシー（社会的提言） 
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– 休 憩 – 14:48－[12] 

◇ ファシリテーターが番号を振ってグループを替え、「自分

のウリや強み」をお題に一言自己紹介をした。 

◇ 自由に発散し、民主的に収束するシミュレーションゲーム

を行った。 

  ・参加型手法ブレインストーミングを用いて、グループで３

つのお題についてリストアップした。〈発散〉 

   ⅰ「グループのメンバーに共通すること」、 

ⅱ「どこか懐かしいもの」、ⅲ「人と社会に役立つもの」 

  ・グループで、「どこか懐かしい、人と社会に役に立つロボット」を考え、ロボットのデザイン、名称、ウリを模造紙

にまとめた。〈収束〉 

  ・６０秒ずつプレゼンした後、挙手で投票を行った。 

◇ ファシリテーターコメント…参加型学習の「参加型」というのは、単に多様な人が参加するからと言うだけではな

く、テーマについて考えやすくするための考え方の枠組み（＝参加型手法）を多用すること。手法を活用すること

で、場の話し合いを活性化することができる。 

【 「どこか懐かしいもの」、「人と社会に役立つもの」の成果例 】

どこか懐かしいもの

  ・田んぼ ・駄菓子 ・遠足 ・ファミコン ・ガラケー ・一輪車 ・ファミコン ・木綿のハンカチーフ ・海外旅行 

  ・ビリーズブートキャンプ ・ルーズソックス ・ブランコ ・このーきなんのき ・たまごっち ・ポケベル ・プリクラ  

人と社会に役立つもの

       ・交通機関 ・信号 ・水道 ・電気 ・消防車（署） ・救急車 ・やさしい人 ・病院 ・学校 ・スマホ ・マスク ・お金 

         ・食料 ・ルール ・情報 ・技術 ・教育 ・JICA ・NPO/NGO ・インスタント食品 

【 「どこか懐かしい、人と社会に役に立つロボット」の成果例 】
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● セッション２ 「開発教育・国際理解教育では何を学ぶのかⅠ」  6/18 15:56－17:15 

１．グループ替え～自己紹介 15:56－[05] 

◇ これまであまり話していない人と一緒になるように動いて、グループを替えた。 

◇ 「好きな食べ物とその理由」をお題に一言自己紹介をした。 

２．世界と肯定的に出会おう ー○○国のなりきりお友達紹介ー16:01－[34] 

◇ 資料２（『地球の仲間たち』写真解説）をグループ内で分担して読み解いた。 

◇ 担当した資料の人物の友達になりきって、資料に書かれていたことを紹介し合った。 

◇ 全体で数人が、やってみた感想を発表した。 

３．世界の多様性と同一性 ー「地球家族」と豊かさー 16:35－[33] 

◇ ジャンケンをしてグループを替え、「旅行に行きたい国とそ

の理由」をお題に一言自己紹介をした。 

◇ グループに配られた５枚の写真を見て、各自でワークシー

トに「豊かだとおもう」順番にランキングした。 

◇ グループ内で各自が考えたランキングを共有した後、メン

バーが合意できるグループランキングを話し合った。 

◇ グループランキングが決まったグループは「豊かさの基

準」を、決まらなかったグループは「決まらなかった理由」

をそれぞれＡ４用紙に書き出した。 

◇ 自由に歩き回って、他のグループのランキングと成果物を

確認した。 

◇ 初めに自分が考えたランキングで最下位にした写真を見直し、「自分が見落としていた豊かさ」を考え、発表し

合った。 

◇ ファシリテーターコメント…国際理解教育の出発点は、人や世界について肯定的に出会うこと。異文化に出会っ

たとき、「可哀そう」や否定から入るのではなく、「おもしろそう」「おいしそう」といった関心をもてるような肯定的

な出会いをし、多角的に知ることで理解を深めることができる。 

【 グループランキング「豊かさの基準」の成果例 】

・物の有無（豊かさ） ・笑顔 ・心の豊かさ ・ファミリー感（ジェンダーフリーか、笑顔、絆） ・食 

・安全面（紛争中？） ・家電や家具の多さ ・生活最低限の家具 

４．１日目のふりかえり 17:08－[04]

◇ 本日の研修を通して、「気づいたこと、発見したこと」をグループ内で伝え合った。 

５．事務連絡 17:12－[03]

◇ 事務局より、連絡方法としてメーリングリストに加え補助的に LINEも活用することについて連絡を行った。 

 

   ★ 17:15 １日目終了 
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● セッション 3 「開発教育・国際理解教育では何を学ぶのかⅡ」  6/19 10:00－14:49 

１．アイスブレイク 10:00－[24]

◇ JICA 中部 遠山職員が感染症予防対策についてなど事

務連絡を行った。 

◇ ファシリテーターが、研修の趣旨と概要を説明した。 

◇ 言葉を発しないで誕生日順に円に並んだ後、番号を振っ

てグループに分かれた。 

◇ セッション１-３「名刺で自己紹介」お題から自由に２つ選

んで自己紹介をした。 

◇ ファシリテーターコメント 場を参加型にしていくために、コミュニケーションのきっかけをつくることがファシリテ

ーターの役割。コミュニケーションのきっかけをつくるためには、問いかけることが必要。 

２．ノンバーバル・トランプゲーム「バーンガ」 10:24－[58] 

◇ ファシリテーターが、これ以降は言葉を発してはいけないことを伝えた。 

◇ 資料４（トランプゲーム「バーンガ」ルール説明）を各自で読んでルールを確認した後、資料４は回収し、トランプ

ゲームを行った。 

＜進め方＞ 

・机中央に置いたトランプの山から順番に１枚ずつカード

をめくり、ルールに従い、勝った人がメンバーのカードをも

らう。 

・１回ごとに勝った人と得たカードの枚数を記録する。 

・３分間続け、最終的に得たカードの枚数で勝敗を決める。 

・一番勝った人と一番負けた人が、それぞれグループを移

動する。 

◇ ４ラウンド行った後、各自でふりかえりシートを記入し、資

料４－３（異文化体験ゲーム「バーンガ」解説）に目を通した。 

◇ グループで、「多様な人々が共に生きるために大切なこと、必要なこと、できること」について話し合い、A4 用紙

に書き出した。 

◇ 全体で、書き出したことを２つずつ発表し、共有した。 

◇ ここまでの作業をしてみて気づいたことや感想を、全体で数人が発表した。 

【 「多様な人々が共に生きるために大切なこと、必要なこと、できること」成果例 】  

・互いが納得できるゆずれる所とゆずれない所を話し合って決める  ・「違い」を知る 

・新しいコミュニティで新しいルールをつくる  ・相手の立場に立ち考える 

・少数派がいることを前提にする  ・意見を聞き少数派の戸惑いを減らす 

・変えられるルールは歩み寄って変えていく  ・受け入れる側が自分たちのルールを押し付けない 

・はじめにお互いのルールを確認する→その後、自由に意見を言える雰囲気をつくる 

・自分の意見を主張する→他者の意見もきちんと受け止める 
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３．私たちの社会をふりかえるー解決すべき課題は何かー 11:22－[61] 

３－１．グローバル化した世界が抱える問題（国内問題・地球規模の問題） 11:22－[46] 

◇ ジャンケンをしてグループ替えをし、「今おすすめの一品と

その理由」をお題に一言自己紹介をした。 

◇ 各自で付箋紙に「私たちの社会（地域・地球）が抱えてい

る課題」を具体的に書き出した。 

◇ グループで、参加型手法「カード式分類法（ＫＪ法）」と

「二元軸表」を用いて、書き出した付箋紙を整理分類し

た。 

◇ グループで「成果物から言えること」を３つ、Ａ４用紙に書

き出した。 

◇ 成果物を回し読みし、自分のグループでは出なかったアイデアで共感したものには、各自で★印を付けた。 

◇ ファシリテーターコメント １人では考えつかないことがグループでは考えられ、グループの数が増えればさら

に考えが広がるように、他の人の頭を借りながらみんなで学んでいくというのが参加型の学び方。また、今日的

な課題は様々あるけれど、大きく分けると人権系か環境系かに分けられる。人権教育、環境教育、平和教育が

国際理解教育・開発教育の大枠となり、１つのテーマに取り組むことが他のテーマ（課題）に繋がっていく。 

【 カード式分類法× 元軸表「私たちの社会（地域・地球）が抱えている課題」の成果例 】

【 「『私たちの社会（地域・地球）が抱えている課題』の成果物から言えること」成果例 】 

・（フードロストと貧困といったように）地域によって対照的な課題を抱えている 

・その人にとってどれだけ身近に感じているかによって出てくるものが違う 

・環境問題はまだ実感として捉えきれていない 

・教育に関わる課題が多く書かれていた 

・メディアの報道量（知識）とポストイットの数が比例する 

３－２．課題の現状をデータで把握する 12:08－[15] 

◇ グループ内で、資料５（世界を変えるための１７の目標SDGs 世界・日本の現状）、資料６（The Sustainable 

Development Goals Report 2021）を分担して読み解いた。 

◇ ３つの視点で担当した資料について紹介し合った。 

   ①何について書かれていたか ②わかったこと、言えること ③最も印象に残ったこと、数値 

 

– 休 憩 – 12:23－[57] 
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４．開発教育・国際理解教育は何のために学ぶのか 13:20－[89] 

４－１．人権問題、環境問題を解決しないとどうなる？ －影響を考える－ 13: 20－[42] 

◇ ファシリテーターが番号を振ってグループ替えをし、「自分を表す漢字一文字とその理由」をお題に一言自己紹

介を行った。 

◇ 参加型手法「派生図」を用いて、「人権問題・環境問題を解決しないとどうなるか」を派生させて考えた。 

◇ グループで、書き出されたことの中で「最悪の帰結と思うものトップ３」を選び、印を付けた。 

◇ ギャラリー方式で他のグループの成果物を各自で見て回り、アイデアを追加し、共感するものに★印を付けた。 

◇ グループに戻り、各自で自分にも影響すると思うものに自分のイニシャルを書き入れた。 

◇ 全体で数名が、やってみて気づいたことや感想を発表した。 

【 派生図「人権問題・環境問題を解決しないとどうなるか」の成果例 】

４－２．望む“よりよい未来”とはどのような姿の社会？ －ビジョンを描こう－ 14:02－[47] 

◇ ジャンケンをしてグループを替え、「今の気分は何色？」をお題に一言自己紹介をした。 

◇ 参加型手法「関連図」を用いて、「望むよりよい未来」のキーワードを書き出した。 

◇ ギャラリー方式で他のグループの成果物を各自で見て回り、共感するアイデアに★印を付け、自分のグループ

では出なかったアイデアはメモを取った。 

◇ グループに戻り、メモをしたアイデアを共有し、模造紙に付け足した。 

◇ 各自で、関連図を基に具体的な文章で「よりよい未来の姿」を３つ書き出した。 

◇ グループで、それぞれ書き出した文章を参考に、「よりよい未来７ヵ条」をまとめた。 

◇ まとめた７ヵ条を発表し、共有した。 

【 関連図「望むよりよい未来」の成果例 】
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【 「よりよい未来７ヵ条」の成果例 】

①言論の自由があり、みんなが安心して暮らせる社会 

②失敗から学び、やり直せる寛容な社会 

③笑顔で働き、笑顔で子育て＆遊ぶ社会 

④世界中の子どもが質の高い教育を受け、夢をもち、 

笑顔ですごす社会 

⑤様々なちがいを認め合い、マイノリティの人も尊重される社会 

⑥自分の命も人の命も大切にされる社会 

⑦いくつになっても楽しい社会 

● セッション４ 「課題を超えビジョンへとつなぐ教育の使命」   6/19 14:49－15:17 

１．課題を超えてよりよい未来を築こう 14:49－[13] 

◇ 参加型手法「対比表」を用いて、課題を超えて「よりよい未来を創るために必要なこと・役立つことと邪魔するこ

と」を書き出した。 

◇ 成果物を回し読みし、自分のグループでは出なかった意見で共感するものに、各自で★印を付けた。 

◇ ファシリテーターコメント 現状の持続可能ではない課題のある社会から、望む持続可能なよりよい社会とのギ

ャップを埋めていくのは、１人ひとりの行動。行動する人を育むために、「知る・考える・気づく」と「気づく・考える・

行動する」を繋げていくことを提供するのが、開発教育・国際理解教育を実践するわたしたちの使命。 

【 「よりよい未来を創るために役立つこと・必要なもの／邪魔すること」の成果例 】

役立つこと・必要なもの

  ・知識の共有 ・相手を思いやる気持ち ・グローバルな視点 ・経験や知識 ・情報データ ・教育 ・協力体制  

・優しさ ・問題を知ること ・優秀な政治家 ・自然に対する正しい知識 ・笑顔 ・法律等のきまり ・聞く姿勢  

・相手に対する理解 ・物事に対する興味関心 ・他者を受け入れる心＝認め合うこと ・ＡＩ（仕事量を減らす） 

・健康維持 ・話し合い、コミュニケーション ・チームワーク、仲間 ・他人事を自分事にすること ・失敗 ・人財 

・参加型で考える場 ・ステキなリーダー（ファシリテーター） ・人とのつながり ・大切にされている感 ・資金 

邪魔すること

       ・同調圧力 ・経済偏重 ・人より上に立ちたいという欲 ・ゆとりのなさ ・国益優先 ・不安定な政治、独裁 

・情報操作 ・個人の思い込み、ステレオタイプ ・どうせ自分だけやってもムダ ・利己心 ・知らないふり ・格差 

・偏った考え方、偏見 ・貧困 ・争い、戦争 ・無関心 ・言語 ・既得権益 ・自分さえよければいいという考え 

・見て見ぬふりをする ・損得感情 ・教育の不平等 ・差別 ・コロナ ・お互いの理解不足 

２．ふりかえり 15:02－[10] 

◇ 個人で２日間をふりかえり、①気づいたこと・わかったこと、②大切だと思ったこと、③これから実行しようと思っ

たことの３つをグループで紹介し合った。 

◇ 開発教育・国際理解教育の背景、目的、内容について説明した、資料７（国際理解教育・開発教育と参加型に

関する考え方）を配付し、確認するように伝えた。 

３．事務連絡 15:12－[05] 

◇ 事務局から今後の連絡方法ついて確

認し、過去の研修の報告書冊子を配付

していることを伝えた。 

◇ 遠山職員が終わりのあいさつを行い、

研修を終了した。 
 

★ 15:17 ２日目終了 

①ひとりひとりのよさが尊重される社会 

②だれもが心の居場所をもてる社会 

③相手の良さを尊重できる社会 

④平和が保障され、命のキケンがない社会 

⑤地球とともに生きる社会 

⑥希望をもって夢を追える社会 

⑦明日が楽しみな社会 
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－ 研修で使用した教材の出典等一覧 －

・セッション１ ４ 「すごろく自己紹介シート」…NPO 法人 NIED・国際理解教育センター『ファシリテーターのための参

加型アクティビティ集～コミュニケーション編～』（２０１８）

・セッション２－２ 「『地球の仲間たち』写真解説 １０ヵ国」…開発教育を考える会『地球の仲間たち フォトランゲージ教

材』

・セッション２－２ 「１０ヵ国それぞれの紹介」…開発教育を考える会『地球の仲間たち ＣＤ－ＲＯＭ版』の各国紹介、ウィ

キペディアなどからＮＩＥＤ作成

・セッション３ ３．「世界を変えるための１７の目標 SDGs 世界・日本の現状」…認定 NPO法人 国際協力 NGOセンタ

ー（JANIC）ウェブページ https://www.janic.org/world/about/ 

・セッション３ ３．「The Sustainable Development Goals Report 2021」…国際連合広報センター『持続可能な開

発目標（SDGs）報告２０２１』よりＮＩＥＤ作成 

・セッション４－２ 「国際理解教育・開発教育と参加型に関する考え方」…名古屋市 『環境学習実践者向け ガイド

ブック「 はじめの一歩」』（２０１５）※ ・国際理解教育センター伊沢令子執筆箇所
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■ 開催概要 ―――――――――――――――――――――――――――――

◆ 日 時：2022年7月16日（土）13:00～17:25、 17日（日） 10:00～15:20 

◆ 場 所： JICA中部なごや地球ひろば 2階 セミナールームＡ 

◆ 参加者数： 

［1日目］ 一般受講者27名、NIEDスタッフ 5名、JICAスタッフ 3名 合計35名 

［2日目］ 一般受講者28名、NIEDスタッフ 6名、JICAスタッフ 3名 合計37名 

◆ ファシリテーター：（特活）NIED・国際理解教育センター 伊沢令子 

■ 第２回のねらい ――――――――――――――――――――――――――

① 開発教育の中心テーマである「人権」「環境」の視点から社会を振り返り、問題の背景を探る。 

② 「学んだ側の態度と行動が変わる」という目標に向け人の行動変容を支える参加型について学ぶ。 

③ 本教育がねらいとする「わたし･あなた･みんなに関わる力の育成」に有効なことを共に考える。 

■ プログラムの内容 ―――――――――――――――――――――――――

● セッション１ 「場づくり・関係づくり・共通基盤づくり」  7/16 13:00－14:27 

１．主催者挨拶／第２回のねらいの確認 13:00－[17] 

◇ JICA中部 遠山職員が、開会を宣言した。 

◇ 視察として参加する JICA地球ひろば推進課の畔上課長、

笹川職員が、挨拶をした。 

◇ NIED スタッフから、2022 年の今回の研修をどこで知っ

たか、参加者アンケートをした。 

◇ ファシリテーターが、本研修全体の流れとねらい、第２回

のねらいについて、レジュメを基に説明した。また、並行し

て行われている「教師国内研修」について情報提供した。 

２．アイスブレーキング  13:17－[48] 

◇ 次の２つのアイスブレーキングを行った。 

  ①わたしの大切なモノでモノローグ 

   ・個人でＡ４用紙に「私が大切にしているモノ」を１０個書

き出す。 

   ・書き出したモノのうち、より大切なモノ３つを選び、○印を

付ける。 

   ・選んだ３つを題材にして、グループで自己紹介をし合う。 

 

②マインドセットを変える「何ソレ？モノ当てゲーム」 

   ・個人で２色の付せん紙にそれぞれ、「モノの名前・名詞」と「モノを修飾する形容詞」を２つずつ書き出す。 

Ⅲ 開発教育指導者研修（実践編） 第２回 
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          ・書き出した付せん紙を隣のグループと交換し、無作為に２色の付せん紙を選ぶ。 

          ・選んだ付せん紙に書かれたことをお題に、絵を描く。 

   ・グループで、描いた絵を見せ合って、何が書かれているか当て合う。 

◇ ファシリテーターコメント…通常のマインドセット（思考パターン）から離れてみるというアクティビティ。“問題を

作り出している頭と同じ頭では問題は解決できない。”マインドセットを変えることで、斬新なアイデアや新たな

アイデアを生み出すことができる。 

３．第１回のふりかえり 13:55－[32] 

◇ 個人で、印象に残ったところ３つに下線を引きながら第１回の記録を読んだ。 

◇ 下線を引いたところとその理由を、グループで紹介し合った。 

◇ ファシリテーターが、第１回の内容をふりかえりつつ、開発教育・国際理解教育、参加型の学習についてレクチャ

ーした。 

◇ ファシリテーターコメント…参加型学習は積み上げていく学習。自分が体験したことなので、振り返ったり、記録

を見たりすれば思い出すことができる。言葉にしたり伝えたりすることで、意識化でき、行動に繋がる。 

 

● セッション２ 「生き物が生きる土台 環境について学ぶ・環境のために学ぶ」  7/16 14:27－17:08 

１．人間コピー機 14:27－[42]

◇ ファシリテーターが番号を振ってグループを替え、「心に残る自然（体験）と言えば」をお題に一言自己紹介をし

た。 

◇ ファシリテーターが、ゲームのルールを説明し、グループ内で作業する順番を決めた。 

＜ルール＞ 

・１グループから 1人ずつ順番に、グループから離れたところにある「絵」を見に行き、覚えて帰り、 

模造紙に再現する。 

・１回につき１グループから絵を見に行けるのは１人だけ。１人帰ってきたら次の人が行ってOK。 

・時間内（５分）は、何巡してもOK。 

・話してはいけない。 

◇ ５分経過したところで、グループでコピーの精度を上げるための作戦を話し合い、「見に行けるのは 1 人だけ」

「話してはいけない」ルールを解除し、２分間でコピー作業の続きを行った。 

◇ グループで、ゲームをしてみた感想と、コピーした絵は何を表していたのか話し合った。 

◇ グループで話した感想を、数人が全体で発表した。 

◇ ファシリテーターが、「絵」に描かれている内容（自然界の

３つの循環＝食物連鎖・水の循環・空気の循環）を説明し

た。 

【 「コピーした絵」成果例 】  
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– 休 憩 – 15:09－[11] 

２．環境問題 どんな問題？ー「持続可能な環境のための４つのポイント」から見た現状課題ー  15:20－[17] 

◇ ファシリテーターが、環境を学ぶ目的についてミニレクチャ

ーした。 

◇ 個人で資料３（「持続可能な環境のためのヒント」）を読ん

だ。 

◇ 資料を読んで気づいたことや感想をグループで共有し

た。 

◇ ジャンケンをしてグループを替え、グループ毎に自由にお

題を決めて一言自己紹介をした。 

◇ グループで、「持続可能な環境のための４つのポイント」に

対して現在ある課題は何かを話し合って対比表に書き出

した。 

◇ 成果物を回し読みし、自分のグループでは出なかったアイデアには★印を、グループメンバー誰もがわからな

かったことには？印を付けた。 

◇ 全体で、？印が付いたアイデアに対して、どういう内容か書いた意図を説明し共通理解をつくった。 

◇ ファシリテーターコメント ファシリテーターは、テーマについての専門家ではないし、参加者よりも多くの情報

をもっている必要はない。それでも、ワークショップをつくり提供する上で、すべてを説明したり提供したりするわ

けではないが、テーマについて大まかな基本情報はもっておいた方がいい。 

【 「持続可能な環境のための４つのポイントに対して、いまの問題」成果例 】  

 循環

 ・大量消費、大量廃棄 ・ファストファッション ・原発 ・過剰開発 ・コンクリートの道路 ・新築（空き家問題） 

・過剰包装 ・野菜の規格 ・使い捨て ・土に戻らないもの（プラ）をいっぱいつくっている ・食料廃棄 

 生物多様性

・環境汚染 ・密猟、密漁 ・海洋プラスチック ・外来種 ・温暖化による動植物への影響 ・温暖化 

・自然への興味のなさ ・動物の乱獲 ・森林伐採 ・人間の利益を優先 ・人口増加 ・異常気象 

有限性 

 ・火力発電 ・石油枯渇 ・自然エネルギーに移行しない ・便利さの追求 ・レアメタル ・フードロス問題 

 低酸素

・飛行機社会 ・環境に配慮したものは高価 ・食糧自給率の低さ ・車社会 ・森林破壊 

３．環境問題 どうして問題？ どうやって超える？ー影響予測・原因探求・課題解決ー 16:17－[45] 

◇ グループ毎に、持続可能な環境のための４つのポイントのうち１つずつ担当するポイントを決めた。 

◇ 参加型手法「派生図」を用いて、問題をそのままにしておくと、解決できないとどうなるか、どのような影響があ

るか派生的に書き出した。 

◇ 書き出されたアイデアで自分にも影響が及ぶと思うものに、個人で★印を付け、全体で数人が発表した。 

◇ 参加型手法「因果関係図」を用いて、なぜそんな問題が起きているのか問題の原因を掘り下げて考えた。 

◇ 個人で、自分自身も関わっているとおもう原因に★印をつけた。 

◇ 同じポイントを担当しているグループと、成果物を交換し回し読みで共有した。 

◇ 問題を解決するために役立つこと・必要なこと・できることを、できるだけたくさん書き出した。 
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◇ ファシリテーターコメント 課題解決のためのシステム思考（現状把握、影響予測、原因究明、課題解決）を参

加型ワークショップではよく取り入れている。解決の方法出しについては、ブレストで OK。正解ではなく、できる

ことをたくさん出せることが大切で、楽しみながら出すことで行動へのモチベーションにもつながる。どんなこと

でも１人ひとりが行動に移すことが必要で、「１人の１００歩より１００人の１歩」というのが環境分野では大切と

言われている。 

【 「問題をそのままにしておくと、解決できないとどうなるか、どのような影響があるか」派生図成果例 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「なぜそんな問題が起きているのか」因果関係図成果例 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 「問題を解決するために役立つこと・必要なこと・できること」成果例 】  

 循環

 ・食べ残しをしない ・ゴミを分別する ・エコバッグを使う ・スーパーでの手前取り ・面倒くさがらない 

 ・グリーンカーテン ・木を植えて日影を増やす ・自分は自分（インスタを見ない） 

 生物多様性

・身近な自然について知る ・教科「環境」を新設 ・情報を疑う ・他国の環境教育から学ぶ 

・動植物について知り、生き物のことをいとおしく思う 

有限性 

 ・マイボトル、マイ〇○ ・量り売りの利用 ・リサイクルショップの利用 ・エシカル消費 ・日々に余裕をもつ 

 ・完璧を求めない ・自然エネルギーへのシフト ・長く使えるものを選ぶ ・MSC認証商品を選ぶ ・包装を断る  

 低酸素

・公共交通機関を使う ・歩く ・子どもたちに伝える ・適正価格で物を買う ・エコカーを選ぶ ・自転車に乗る 

・エコラベルをちゃんと見る、エコラベル商品を選ぶ ・脱炭素技術の共有 ・有効な施策を行う政治家を選ぶ 

４．１日目のふりかえり 16:59－[09] 

◇ 本日の感想、気づいたことをグループ内で伝え合った。 
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◇ JICA地球ひろば推進課の畔上課長、笹川職員が、参加した感想を共有した。 

   ★ 17:08 １日目終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

● セッション３ 「人間らしく生きる基本 人権について学ぶ・人権のために学ぶ」 7/17 10:00－14:34 

１．わたしらしく十分に生きるために必要なもの－「わたし」の幅を広げてきた歴史－ 10:00－[55] 

◇ 「１０年後のなりたい自分像・こう生きていたい人生像」をお題に一言自己紹介をした。 

◇ 個人で付せん紙に「わたしを自分らしく十分に生きさせて

くれているもの」を書き出した。 

◇ グループで、参加型手法「カード式分類法（ＫＪ法）」を用

いて、書き出した付せん紙を整理分類した。 

◇ グループ毎にカテゴリーを発表し、共有した。 

◇ 「すべての人・人間なら誰もが十分に生きるために」という

視点で、成果物にアイデアを追加した。 

◇ 追加したものを発表し、共有した。 

◇ ファシリテーターが、基本的人権、世界人権宣言、参加型

の人権教育についてレクチャーした。 

◇ ファシリテーターコメント 参加型の人権教育は、啓発型知識伝達型の反省から起こってきた。グローバルスタ

ンダード＝世界人権宣言があっても、人権侵害がなくなっていない。参加型・体験型で学ぶことで、人権尊重社

会を創るとは自分が何をすることなのか分かり、行動できる人を育んでいく。 

【 「わたしを自分らしく十分に生きさせてくれているもの」カテゴリー成果例 】  

 ・趣味（好きなこと、もの） ・気分転換 ・仲間や友人 ・出会い ・家族 ・ふれあい ・睡眠 ・チャレンジ ・貢献 

・心を豊かにしてくれるアートや美術 ・コミュニケーション ・言葉 ・いやし ・ホッとする時間 ・お金 ・仕事 ・自然 

・大切な場所、もの、思い出 ・健康 ・性格（自分らしさ、アイデンティティ） ・歴史 ・宗教、信じるもの ・食 ・ペット 

・移動手段 ・情報ツール ・居場所 ・知的好奇心 ・ジェンダー観 ・達成感、やりがい ・言論の自由 ・経験  

・医療 ・超カワイーもの ・住むところ ・便利なもの ・ポジティブさ 

 「すべての人・人間なら誰もが十分に生きるために」という視点で追加されたもの

・分かち合い ・共通言語 ・尊重 ・笑顔 ・希望 ・平和 ・教育 ・インフラ ・政治 ・法律 ・病院 ・きれいな水 

・秩序 ・幸福 ・空気 ・自由 ・安全 ・安心 ・トイレ ・平等 ・衣 ・生きがい 
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2．人権侵害のある社会をふりかえる－日本が取り組むべき人権啓発重点事項－ 10:55－[40] 

◇ ジャンケンをしてグループを替え、「わたしのこだわり」をお題に一言自己紹介をした。 

◇ 資料 4（法務省人権啓発活動重点目標 17項目・2018年度名古屋市「人権についての市民意識調査」報告

抜粋）を、グループで分担して読み解いた。 

◇ 担当した項目を要約して説明し合い、人権侵害の状況について共通認識をつくった。 

◇ 資料を読み解いてみて分かったこと、言えることをグループで話し合い、書き出した。 

◇ 書き出したことを１つずつ発表し、共有した。 

◇ ファシリテーターコメント 「聞いたことは忘れる、見たことは覚えている、体験したことは分かるし伝えられる」と

いう言葉がある。自分が体験し、立ち止まり考えることを繰り返すことで自分事としていくことができる。 

【 「資料を読み解いてみて分かったこと、言えること」成果例 】  

 ・同調圧力による差別が多い ・知識や理解が不足していることがわかった ・現在も人権侵害がある 

・どこかで自分に関わる問題 ・差別意識をもってしまっている自分がいる ・少数派が対象になりがち 

・正しい知識を得て、理解を深めていくことがすべての人権問題の解決につながる 

・ほんのちょっとの意識でできることがある 

３．人権侵害のある社会を自分事に 11:35－[94] 

３－１．とりかえっこ名刺交換会 11:35－[35] 

◇ ランダムに配られた名刺の人物になりきって、名刺交換会を行った。 

＜名刺交換の手順＞ 

・性別、国籍、職業、役職が書かれた名刺を１人１枚ずつ取り、その人物になりきって名刺交換をする。 

・交換するときは、相手の人にどう接するかも考える。交換するときの感情も覚えておく。 

・交換後は、受け取った名刺の設定になりきり、４ラウンド行う。 

◇ 個人で名刺交換をふりかえり、資料５（名刺交換記入用ワ

ークシート）に、感想などを記入した。 

◇ ワークシートを基に、グループで感想などを話し合った。 

◇ グループで話し合ったことを全体で発表し、共有した。 

 

 

– 休 憩 – 12:10－[60] 



 

 18 

 

 

 

 

３－２．三段論法 ～ 宅建業者と外国人のロールプレイ 13:10－[31] 

◇ ジャンケンをしてグループを替え、グループ毎に自由にお題を決めて一言自己紹介をした。 

◇ 個人で、資料７（人権はなぜ守られない？三段論法「日本人は○○だ。」）のワークシートに「日本人は○○だ」

という文章を複数記入した。 

◇ 書き出した文章を、三段論法に当てはめて読み上げてみた。 

◇ 三段論法で読み上げてみた感想をグループで話し合い、全体で数人が発表した。 

◇ ファシリテーターが、資料７を基に「偏見」と「差別」の定義を説明した。 

◇ 宅建業者と外国人のロールプレイを見て、気になったこと、違和感があったことをグループで話し合った。 

◇ 全体で数人が話し合った内容を発表した。 

３－３．「誰にも言うんじゃないよ」 ～ 世間とは 13：41－[28] 

◇ 資料８-１（警察の標語ポスターのうつりかわり）を見て、ポスターの内容のうつりかわりについて、グループで意

見交換した。 

◇ 全体で数人が話し合った内容を発表した。 

◇ ファシリテーターが資料８-２（話のタネ・・・誰にも言うんじゃないよ）を読み上げ、気になったこと、違和感があっ

たことをグループで話し合った。 

◇ 全体で数人が話し合った内容を発表した。 

◇ 自分自身の大切な人が痴漢被害に遭い、そのことを話してくれた場面を想像し、自分ならどのような声をかけ

るのか考えてみた。 

◇ 考えてみた内容をグループで、実際に声に出して言い合った。 

◇ ファシリテーターが資料９（話のタネ・・・世間が悪い）の一部を読み上げた後、個人で資料を読んだ。 

４．差別を見逃さず人権を尊重する個人となるために 14:09－[25] 

◇ 参加型手法「因果関係図」を用いて、なぜ人権は守られな

いのか、なぜ差別は続くのか原因を掘り下げて考えた。 

◇ ギャラリー方式で、他のグループの成果物を確認し、共感

したアイデアに★印を付けた。 

◇ 「人権を守る」「差別をしない」とは自分が自分・他者・社

会にどう関わることか考え、７つの肯定的で具体的な文章

を個人で A4用紙に書き出した。 

◇ 書き出したことから３つを選び、グループで発表し共有し

た。 

【 「なぜ人権は守られないのか、なぜ差別は続くのか」成果例 】  
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【 「“人権を守る”“差別をしない”とは自分が自分・他者・社会にどう関わることか」成果例 】   

 ・「人権」について生徒と考える ・自分にも他者にも人権があることを意識する ・ともに行動する姿勢をもつ 

・多角的、多面的に考える ・批判的思考を大切にする ・マジョリティを自覚する ・想像力を働かせる 

・個人を見る ・人権グッズ（Tシャツなど）をつくる ・情報をアップデートしていく ・その人に興味をもつ 

 

● セッション４ 「わたし・あなた・みんなに関わる力を育む」  7/17 14:34－15:14 

１．行動変容を支える参加型 14:34－[11] 

◇ ファシリテーターが番号を振ってグループを替え、「生まれ変わるとしたら何に生まれたいか」をお題に一言自

己紹介をした 

◇ ファシリテーターが、資料１０・１１（行動変容を支える参加型～参加型の目的～）を基に行動変容を支える参加

型についてレクチャーした。 

２．力を育むための手立て 14:45－[17] 

◇ グループで、わたし・あなた・みんなに関わる力を育むため

に必要なこと・役立つことを対比表に書き出した。 

◇ 成果物を回し読みし、個人で共感したアイデアに★印を付

けた。 

◇ ファシリテーターコメント 参加する力は参加することでし

か身に付かない。参加型教育では、考える・伝え合う・話し

合う・共有することを繰り返すことで、スキルを身に付けよ

うとするもの。対比表に書き出されたことは、教育者である

みなさんに、今後どのようなことを子どもたちに伝えていくか、その参考にしてほしい。 

【 「わたし・あなた・みんなに関わる力を育むために必要なこと・役立つこと」成果例 】  

 わたし

 ・自己有用感 ・自己肯定感 ・異文化と出合う経験 ・自分の役割をもつ ・失敗しても大丈夫とポジティブに 

・自分をふりかえる機会 ・人と比べない ・自分の強みをのばす ・相手を褒める ・自分を認める 

 あなた

・ともに活動する ・いろんな世代の人と活動する ・対等な関係でのコミュニケーション ・傾聴 ・先入観をなくす 

・共通点を見つける ・自分のモノサシではからない ・「あなた」をリスペクトし合う ・違いを知り、受け止める 

みんな 

 ・新しい価値と出会う機会をつくる ・さまさまなコミュニティに参加する ・ありがとう、ごめんなさいを伝え合う 

・みんなで協力して何かをやり遂げる経験 ・ハグ、スキンシップ ・目標を明らかにする ・フィールドワーク 
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３．第２回研修のふりかえり 15:02－[07] 

◇ ２日間をふりかえり、分かったこと、大切だと思ったこと、実行しようと思ったことをグループで紹介し合った。 

４．事務連絡 15:09－[05] 

◇ 事務局が、次回第３回の２日目は１７：００終了であることを確認した。 

◇ JICA江口職員が、教育を考えるフォーラムなどイベント情報を共有した。 

 

★ 15:14 ２日目終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 研修で使用した教材の出典等一覧 －

・セッション２ ２ 「持続可能な環境のためのヒント」…エコ・コミュニケーションセンター『FOOD食べ物から考える環境

教育ガイドブック』（1998）などを基にNIED作成

・セッション３ ２ 「法務省人権啓発活動重点目標１７項目／２０１８年度名古屋市「人権についての市民意識調査」報告

抜粋」…法務省「人権啓発」ウェブページ https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00005.html 、 

名古屋市「平成 30年度人権についての市民意識調査」ウェブページ

https://www.city.nagoya.jp/sportsshimin/page/0000117247.html 

・セッション３ ３． 「名刺交換記入用ワークシート」…財団法人大阪府人権協会『人権学習シリーズ vol.4 ちがいのと

びら－多様性と受容－』

・セッション３ ３． 「警察の標語ポスターのうつりかわり」「話のタネ…誰にも言うんじゃないよ」…高知県教育委員会

『みんなでつくる人権学習～さいしょのタネをわたします』

・セッション３ ３． 「話のタネ８」…高知県教育委員会 『みんなでつくる人権学習～さいしょのタネをわたします』

・セッション４ １． 「行動変容を支える参加型～参加型の目的～」…名古屋市『環境学習実践者向け ESDガイドブック

「ESDはじめの一歩」』（2015）※NIED・国際理解教育センター伊沢令子執筆箇所 
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